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　毎日通る道の街並みが，ある日突然，なんとなく変わっている時がある。その時，不

思議なことに，そこに以前何があったかを思い出せないことがないだろうか。毎日見

て，記憶に深く刻まれているはずの景色なのに，なぜか明確には思い出せない。その変

わった場所は，畑だったかもしれないし，古い家であったかもしれない。何があったか

は思い出せないが，その場所には新たな建物が建ち，いつの間にか新たな「いつもの風

景」として記憶されていく。

　今，早稲田大学の風景が変わろうとしているのかもしれない。坂野友昭先生が 2025

年 3 月末に早稲田大学を定年で退職される。坂野先生は，1981 年に早稲田大学商学部

に助手として奉職された。その後，1986 年に同専任講師，1988 年に同助教授，1993 年

に教授となられ，通算での勤続年数は 45 年である。坂野先生は，早稲田大学商学部に

1973 年にご入学され，その後，本学商学研究科の修士課程，博士後期課程に進まれた。

よって，全て含めると，早稲田大学に通算 52 年在籍されたこととなる。このため，坂

野先生は，本学部はもちろんのこと，大学全体で見ても，早稲田大学に最も長く在籍さ

れた教員である。2025年3月現在，早稲田大学にいる我々の中で，坂野先生がいらっしゃ

らなかった早稲田の風景を見たことがある者はいない。それぞれが早稲田に縁を持った

時に，既に坂野先生はそこにいらっしゃった。そう，坂野先生の存在は，皆にとっての

当たり前の早稲田の風景の一部である。

　坂野先生の専門領域は経営学であり，その中でも特に経営戦略論を中心として研究と

教育を行われてきた。後述の研究業績紹介にあるように，経営者交代，海外子会社，戦

略的提携などの分野を主に研究し，多くの論文を残された。また，坂野先生は学術的研

究だけでなく，実務との接点を積極的に持ち，学術的知見を実践に活かすことにも熱心

であった。

　坂野先生を語る上で欠かせないものが，研究における海外志向である。坂野先生は，
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早稲田大学商学部において，最も早く海外志向を持たれた教員の一人であった。その起

こりは早く，商学部助手として在職中に University of British Columbia の PhD プログ

ラムに留学された。まだ 1980 年代前半は，経営学において海外留学は極めて珍しい時

代であり，その先見性には驚かされる。残念ながら早稲田大学での勤務の都合上，プロ

グラム途中で日本に帰国せざるを得なかったが，坂野先生がそこで学ばれた最先端の経

営学の理論と研究手法は，日本の多くの学生や研究者に伝播することとなった。その結

果，早稲田大学のみならず，日本の経営学界の風景が大きく変わったと言えるだろう。

　坂野先生の変えた風景のひとつに，研究活動によって生み出された学術的知見が挙げ

られる。坂野先生は，非常に多くの分野において，優れた業績を多く残された。例えば，

Sakano & Lewin（1999）は，日本の上場企業を対象として，経営者交代の企業変革へ

の影響について定量的に分析を行ったものである。経営者交代は，経営戦略論の主要な

トピックのひとつであり，現在でも多くの研究がなされている。当時の主要な実証的発

見は，経営者交代は企業変革を促すというものであった。しかしながら，当時のほぼす

べての研究が，経営者の裁量が大きいアメリカの上場企業を対象としていた。Sakano 

& Lewin（1999）では，経営者の裁量がアメリカ企業と比較して大きくはない日本企業

を対象として，経営者交代と企業変革の関係性を分析した。その結果，企業変革自体は

発生しているものの，経営者交代の影響ではないことが定量的に確認された。この結果

は，経営者の裁量の大きさにより経営者交代の影響が異なることを実証的に示し，その

後の経営者の影響についての国際比較研究の嚆矢となった。同論文はその学術的価値を

裏付けるように，経営学分野の最高峰のジャーナルのひとつである Organization Sci-

ence に掲載された。

　さらに，坂野先生は，国際ビジネス研究分野での最高峰のジャーナルである Journal of 

International Business Studies に複数の論文を上梓されている。特に，Johnson, Cullen, 

Sakano, & Takenouchi（1996）は，日本企業とアメリカ企業の企業間提携を研究対象

とし，両社の信頼がどのような要因により醸成され，それがどのような結果をもたらす

かという，戦略的提携における主要な問題について実証的に取り組んだ先駆的な研究で

ある。2000 年以降，国際的な企業間提携を対象とした研究は，企業間提携に関するアー

カイバルデータの利用が容易になってから多くなったが，この研究が発表された当時は

国際的な企業間提携に関するデータの利用可能性は低く，その分野の研究はそれほど多
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くはなかった。同論文は，坂野先生を始めとする著者自身が 101 の企業間提携のデータ

を集めた労作であり，そこで得られた知見は同分野に新たな風景を拓いて見せた。

　次に述べるべき坂野先生が変えられた風景は，本学部の教育についてである。本学で

の坂野先生の教育における貢献も極めて大きいと言わざるを得ない。学部教育では長年

にわたり，学部教育の基礎である「経営学」や，より専門的である「経営戦略」「ビジ

ネスリサーチ」を御担当された。特に，「ビジネスリサーチ」では，数理的発想がそれ

ほど強くはない，いわゆる文系の本学部学生に対し，統計に基づく調査法を分かりやす

く講義いただいた。

　さらに，経営領域に属する同僚として私が感謝いたしたいことは，坂野先生の講義負

担である。経営領域教員の退職が続き，講義担当者が不足する事態となった際，坂野先

生は誰よりも多く講義をご担当され，他の教員の負担が大きくならないようにと，配慮

された。加えて，坂野先生は学部ゼミで毎年およそ 25 名以上を指導し，通算のゼミ生

の数は 900 名を超えている。その学生たちは，必ずしも学業に秀でた学生ばかりではな

く，体育会の学生やサークル活動に励む学生など，多種多様である。ある時，私がこれ

ほど多くの多様な学生を指導される理由を坂野先生にお尋ねしたところ，「成功はラン

ダムな変異から始まるので，可能な限りいろいろなタイプの学生を揃えたい」とおっ

しゃられ，感銘を受けた。実際，そのような教育方針の成果として，企業人として活躍

する人材のみならず，J リーガーを 6 名も輩出するなど，様々な分野で活躍する人材を

送り出された。

　また，坂野先生は本学の研究者養成に関わる大学院教育にもご尽力され，特に 7 名の

博士を輩出された。この数は，歴代の商学研究科教員の中でも極めて多いほうである。

坂野先生は日本の経営学研究における早稲田大学の存在感を誰よりも高め，その風景を

変えられたと言えるだろう。

　加えて，研究教育のみならず，学務においても坂野先生は早稲田大学の風景を変えら

れた。坂野先生は商学部の教務主任や商学研究科の研究科長など，それぞれ学務の要と

なる役職を歴任された。特筆すべきは，坂野先生が商学研究科長を務めていた 2016 年

4 月に実施された商学研究科の大規模な組織再編である。当時，商学研究科には研究志

向の商学専攻と実務志向のビジネス専攻の 2 つの専攻が存在していたが，ビジネス専攻

をファイナンス研究科と統合して経営管理研究科（ビジネススクール）として独立させ，
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商学研究科は商学専攻のみに集中する形となった。坂野先生はこの組織再編を商学研究

科長として担われた。

　さらに，坂野先生は早稲田大学の経営領域自体の風景も変えられた。2025 年 3 月に

おいて，早稲田大学は，SCImago Journal Rank における Business, Management, and 

Accounting 分野のトップ 3 パーセントに位置するいわゆる「ハイ・インパクト・ジャー

ナル」において，在籍研究者の論文数の合計が日本で最も多い大学である。つまり，経

営および関連領域の研究能力において，日本一の大学であると言っても過言ではない。

このように本学の経営領域をここまで磨き上げた功績は，坂野先生によるものが極めて

大きい。坂野先生は自らがリードする形で，経営領域の国際的な研究発信を促進された。

また，採用候補者の研究報告会には必ず出席され，的確な意見を常に述べられていた。

さらに，研究報告会後の採用候補者との食事会では，全ての費用を私費で負担されてい

た。これらの行動は，坂野先生の「大学の競争力の源泉は研究者である」という信念と，

「価値のあることには費用の投入を惜しまない」という行動原理を体現していたと言え

よう。

　また，研究教育以外の事柄ではあるが，坂野先生を語る上でそのお人柄にも触れない

わけにはいかない。坂野先生の何事にもおおらかで，誰に対しても変わらず優しいお人

柄は，商学部の風景を常に明るくしてくれた。坂野先生の優しさに関するエピソードは

数え切れないほどあり，本稿の読者の中にも，坂野先生の優しさに触れたり，助けられ

たりした経験をお持ちの方がきっといることだろう。一例を挙げるなら，大学院の研究

指導である。修士課程や博士後期課程において，指導教員の退職などで指導教員を変更

せざるを得なくなった学生が坂野先生の下で指導を受け直し，無事に学位を取得した事

例は数多い。大学院生の研究指導を途中から引き継ぐことは，指導教員として大きな苦

労が伴うものであるため，通常は受入れに躊躇するものである。しかしながら，学生は

指導教員を見つけられなければ，研究を続けることができなくなる。坂野先生は，その

ような窮地に立たされた学生を何人も受け入れ，指導を引き受けることを躊躇われな

かった。まさに，坂野先生の優しさの一端を象徴する事例である。

　私個人も坂野先生の優しさに救われた一人である。私は 2006 年から University of 

Connecticut の PhD プログラムに留学していたが，不慣れな英語での大学院生活にうま

く適応できず，挫折しそうな時があった。その際，坂野先生とのメールのやり取りで何
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度も励まされ，その優しさに救われた。また，日本に一時帰国した際には，必ず坂野先

生とお会いした。その際，言葉による激励に加え，アメリカではなかなか味わえない美

味しい日本食を御馳走いただき，アメリカでの留学生活に邁進するための活力を得たも

のである。私が無事PhDを取得し，日本に居続けていたら決して見ることのできなかっ

た風景を見ることができたのは，間違いなく坂野先生のおかげである。

　同時に，坂野先生のおおらかさに，「本当に大丈夫かな」とやきもきする場面も時折

あった。私が体験したのは，坂野先生のご長男の結婚式での出来事である。結婚式では，

新郎の父が挨拶をするのが一般的であり，式の山場のひとつでもある。しかしながら，

その山場の挨拶文を，坂野先生は式の日程が迫ってもなかなか作成にならない。終いに

は「挨拶なんてなくてもいいんじゃない？」とまでおっしゃる始末であった。そこで私

が，当時急速に進化して話題であった ChatGPT を利用して，試しに結婚式の挨拶文を

作成し，参考までにお見せしたところ，「あっ，これいいんじゃない？」とお気に召され，

その文をそのままご利用になった次第である。この一件もまた，坂野先生のおおらかさ

を象徴する一景であろうか。（余談ではあるが，本稿は ChatGPT によって作成された

ものではない）。

　以上が私の目に映った坂野先生のいらっしゃる早稲田大学の風景である。きっと本稿

の読者も，各々の目に映る坂野先生のいらっしゃった早稲田大学の風景があることであ

ろう。坂野先生の御退職の後，早稲田大学商学部の風景は，我々の目にどのように映る

のだろうか。私にはその風景を想像することができない。私が知る早稲田大学商学部に

は，常に坂野友昭先生がいらっしゃった。坂野先生は，常に我々の良き師であり，良き

同僚であり，そして良き友人であった。坂野先生の退職された後，我々の見る早稲田大

学商学部の風景は，きっとなんとなく変わり，そして，我々はそれに慣れていくのかも

しれない。しかし，その風景を築き上げる上で非常に大きな役割を果たし，いつもそこ

にいらっしゃった坂野先生の存在を，私は決して忘れることはないと確信している。

　坂野先生，長年にわたる御奉職，本当にお疲れさまでした。心より感謝申し上げます。

ありがとうございました。
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